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「
花
の
百
名
山
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
森
吉
山
（
標
高
１
４
５
４
ｍ
）
で
は
、
６
月
下
旬
か
ら

７
月
上
旬
に
か
け
て
高
山
植
物
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。
山
頂
を
北
側
に
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
「
山
人
平
（
や
ま
び
と
だ
い
ら
）
」
で
は
、
乾
燥
し
た
山
腹
に
イ
ワ
カ
ガ
ミ
と
チ
ン
グ
ル
マ
が

じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
に
咲
き
乱
れ
、
ま
さ
に
「
天
上
の
お
花
畑
」
と
な
り
ま
し
た
。

「
天
上
の
お
花
畑
」

　
　
　
　
　
（
森
吉
山
・
山
人
平
で
）

「
天
上
の
お
花
畑
」

　
　
　
　
　
（
森
吉
山
・
山
人
平
で
）
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教

育

委

員

会

関

係

る
祝
賀
会
が
、
国
会
議
員
を
は
じ

め
関
係
省
庁
、
地
権
者
な
ど
約
３

５
０
人
が
出
席
し
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

【
下
水
道
課
】 

　

公
共
下
水
道
事
業
の
う
ち
鷹
巣

処
理
区
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
完

了
し
た
愛
宕
下
、
伊
勢
町
な
ど
11

・
86
ha
に
つ
い
て
供
用
開
始
の
告

示
を
行
な
い
下
水
道
加
入
へ
の
啓

発
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
予
定
し
て
い
る
あ
け
ぼ
の
町

地
域
27
・
９
ha
の
面
整
備
工
事
は
、

町
内
会
へ
の
工
事
説
明
会
を
終
え
、

発
注
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

合
川
処
理
区
は
、
17
年
度
の
早

期
供
用
開
始
に
向
け
て
、
川
井
・

合
川
駅
前
・
松
ヶ
丘
に
お
け
る
管

渠
布
設
工
事
４
件
と
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
設
置
工
事
１
件
を
繰
越
工

事
と
し
て
３
月
中
旬
に
発
注
し
、

管
渠
工
事
１
件
に
つ
い
て
は
５
月

末
に
完
成
、
他
の
４
件
に
つ
い
て

は
８
月
下
旬
の
工
期
内
完
成
を
目

指
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

米
内
沢
処
理
区
は
、
日
栄
地
区

13
・
１
ha
の
面
整
備
工
事
が
３
月

10
日
に
完
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

17
年
度
の
整
備
予
定
地
区
の
長
野

岱
地
区
４
・
７
ha
の
面
整
備
工
事

の
た
め
に
、
地
質
調
査
、
管
渠
詳

細
設
計
を
５
月
下
旬
に
発
注
し
て

い
ま
す
。

　

阿
仁
処
理
区
は
、
17
年
度
事
業

と
し
て
面
整
備
工
事
２
件
（
阿
仁

吉
田
・
阿
仁
水
無
地
内
）
を
５
月

下
旬
に
発
注
し
、
工
期
内
完
成
を

目
指
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
の
坊
沢
地

区
・
西
地
区
は
、今
年
度
が
事
業
の

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
度
事
業
の
合
川
南
地
区
（
機
能

強
化
）
と
と
も
に
早
期
完
了
を
目

指
し
発
注
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
総
務
課
】

　

長
期
山
村
留
学「
ま
と
び
学
園
」

は
13
期
目
と
な
り
、
今
年
度
の
入

園
生
は
男
子
３
名
、
女
子
１
名
の

計
４
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月

か
ら
受
入
農
家
２
戸
の
協
力
の
も

と
、
留
学
生
と
し
て
合
川
南
小
学

校
、
農
家
、
ま
と
び
学
園
、
地
域

に
お
い
て
様
々
な
体
験
や
交
流
を

通
じ
意
欲
的
に
学
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
姿
が
地
域
の
子
ど
も

達
に
と
っ
て
も
刺
激
と
な
り
、
農

村
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識
す
る

と
い
う
効
果
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

夏
の
短
期
事
業
等
の
実
施
に
よ

り
、
長
期
事
業
に
結
び
付
け
る
よ

う
に
努
力
す
る
と
共
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、
新
聞
報
道
、
説
明
会

の
開
催
等
を
通
じ
て
山
村
留
学
生

の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

産

業

部

関

係

建

設

部

関

係

《６月定例議会》

行政報告行政報告行政報告
【
商
工
観
光
課
】  

　

第
54
回
桜
ま
つ
り
が
４
月
23
日

か
ら
５
月
５
日
ま
で
鷹
巣
中
央
公

園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
の
観
客
数
は
、
桜
の
開
花

時
期
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期

間
と
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
１
万
５

０
０
０
人
の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

の
熊
牧
場
、
遊
遊
ガ
ー
デ
ン
の
入

場
者
数
は
、
角
館
の
開
花
時
期
と

重
な
っ
た
こ
と
か
ら
８
２
８
７
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

冬
期
間
に
損
傷
し
た
竜
ケ
森
登

山
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
林
道
、
寒
沢

・
仙
戸
石
林
道
の
維
持
工
事
は
５

月
23
日
か
ら
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
４
月
末
ま
で
の
中
小

企
業
振
興
資
金
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
は
、
融
資
件
数
３
件
、
融
資

残
高
１
３
９
６
万
７
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
農
林
課
】

　

水
稲
は
、
19
年
来
の
大
雪
の
影

響
に
よ
る
農
作
業
の
遅
れ
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、
耕
起
・
代
掻
き

作
業
は
順
調
に
進
み
、
田
植
は
３

〜
７
日
程
度
の
遅
れ
と
な
り
ま
し

た
。
田
植
後
は
、
風
に
よ
る
代
枯

れ
が
若
干
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

比
較
的
好
天
に
恵
ま
れ
順
調
な
生

育
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
産
調
整
は
「
米
政
策
改
革
大

綱
」
に
基
づ
き
、
平
成
22
年
度
を

目
標
年
次
に
今
後
の
水
田
農
業
の

振
興
方
向
等
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の「
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基

づ
き
農
業
者
・
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
配
分
さ
れ
た
生
産
目
標

数
量
は
１
万
９
９
０
７
ｔ
（
鷹
巣

地
区
１
万
８
７
５
ｔ
・
合
川
地
区

４
９
８
９
ｔ
・
森
吉
地
区
２
８
７

０
ｔ
・
阿
仁
地
区
１
１
７
３
ｔ
）

で
、
水
稲
作
付
目
標
面
積
は
３
６

８
２
ha
（
鷹
巣
地
区
１
９
７
０
ha

・
合
川
地
区
９
１
５
ha
・
森
吉
地

区
５
４
４
ha
・
阿
仁
地
区
２
５
３

ha
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

野
菜
や
葉
た
ば
こ
等
の
畑
作
の

状
況
は
、
ほ
ぼ
順
調
に
生
育
し
て

お
り
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
前
年
比

９
％
増
の
７
・
２
ha
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

新
規
就
農
者
等
の
確
保
・
育
成

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
農
業
者
育
成
事
業
を
活
用
し

秋
田
県
農
業
試
験
場
に
１
名
、
今

年
度
か
ら
果
樹
試
験
場
で
１
名
が

そ
れ
ぞ
れ
研
修
を
重
ね
て
い
ま
す

　

市
営
牧
場
へ
の
牛
の
放
牧
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
牧
場
に
お

い
て
畜
産
農
家
及
び
関
係
者
に
よ

る
年
間
の
安
全
運
営
を
祈
願
す
る

放
牧
式
を
行
い
、
５
月
９
日
の
鷹

巣
牧
場
か
ら
順
次
放
牧
し
６
月
５

日
の
高
津
森
牧
場
で
無
事
終
了
し

て
い
ま
す
。

　

比
内
地
鶏
の
計
画
飼
養
羽
数
は
、

11
万
５
８
５
０
羽
と
な
っ
て
お
り
、

昨
年
度
設
置
し
た
素
雛
施
設
の
有

効
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

誘
致
企
業
の
有
限
会
社
森
吉
牧

場
の
安
全
地
鎮
祭
が
４
月
23
日
、

惣
内
滝
ノ
上
地
内
の
建
設
予
定
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
28
日
「
植
え
よ
う
よ　

大

地
に
緑　

天
た
か
く
」
を
テ
ー
マ

に
、
第
56
回
秋
田
県
植
樹
祭
が
大

館
能
代
空
港
周
辺
ふ
れ
あ
い
緑
地

広
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
１
５

０
０
名
の
関
係
者
が
ア
ジ
サ
イ
、

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
な
ど
23
の
樹
種

約
１
１
０
０
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
事
業
は
、
農
業
施
設

災
害
復
旧
工
事
１
件
（
高
津
森
地

区
牧
道
崩
落
Ｗ
＝
４
ｍ
、
Ｌ
＝
16

ｍ
）
・
林
業
施
設
災
害
復
旧
工
事

２
件
（
寄
延
沢
線
Ｗ
＝
４
ｍ
、
Ｌ

＝
29
ｍ
・
倉
ノ
沢
線
Ｗ
＝
３
ｍ
、

Ｌ
＝
23
ｍ
）
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

消

防

本

部

関

係

水

道

課

関

係

【
都
市
計
画
課
】

　

都
市
公
園
事
業
で
は
、
昨
年
の

台
風
21
号
で
出
水
被
災
し
た
米
代

川
河
川
緑
地
に
つ
い
て
、
公
共
土

木
施
設
災
害
復
旧
工
事
の
繰
越
明

許
工
事
と
し
て
５
月
下
旬
に
発
注

し
、
８
月
上
旬
の
工
期
内
完
成
を

目
指
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
街
路
事
業
は
、
鷹
巣

都
市
計
画
道
路
・
太
田
川
口
線
の

未
整
備
区
間
の
う
ち
、
北
秋
田
地

域
振
興
局
前
と
、
鷹
巣
・
元
町
地

内
間
の
延
長
４
１
０
ｍ
に
つ
い
て
、

事
業
化
に
向
け
て
の
測
量
・
調
査

設
計
業
務
を
発
注
す
べ
く
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

【
道
路
河
川
課
】

　

16
年
度
の
除
排
雪
事
業
は
、
例

年
に
な
く
降
雪
量
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
大
幅
な
経
費
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豪
雪
に
伴

う
融
雪
災
害
も
発
生
し
、
道
路
５

カ
所
、
河
川
５
カ
所
、
計
10
カ
所

で
８
２
５
０
万
円
の
被
害
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
の
発
注
状
況
は
、
鷹
巣
支

所
で
舗
装
維
持
工
事
１
件
、
16
年

災
害
の
道
路
・
河
川
災
害
復
旧
工

事
４
件
、
森
吉
支
所
２
件
、
阿
仁

支
所
６
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
繰
越
事
業
の
湯
口
内
線
道
路

改
良
工
事
は
、
橋
台
工
が
４
月
28

日
に
完
成
し
、
橋
桁
製
作
工
は
６

月
30
日
完
成
予
定
で
、
進
捗
状
況

は
85
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

森
吉
山
ダ
ム
建
設
工
事
が
順
調

に
進
捗
し
て
お
り
、
今
年
度
１
４

２
億
円
の
予
算
で
い
よ
い
よ
堤
体

盛
り
立
て
工
事
が
本
格
化
す
る
こ

と
か
ら
、
去
る
６
月
４
日
に
国
土

交
通
省
主
催
の
定
礎
式
典
及
び
森

吉
山
ダ
ム
建
設
促
進
同
盟
会
に
よ

　

平
成
16
年
中
の
火
災
件
数
は
30

件
で
、
前
年
比
４
件
の
増
加
と
な

っ
て
お
り
、
火
災
種
別
で
は
建
物

火
災
17
件
、
林
野
火
災
４
件
、
車

両
火
災
２
件
、
そ
の
他
７
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

救
急
出
動
は
１
２
９
４
件
で
前

年
比
54
件
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、

急
病
が
前
年
比
39
件
増
の
８
１
６

件
、
転
院
搬
送
が
同
11
件
減
の
１

２
８
件
、
交
通
事
故
が
同
35
件
増

の
１
６
５
件
、
一
般
負
傷
が
９
件

減
の
１
３
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
搬
送
人
員
は
１
２
４
２

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
１
月
か
ら
８
件
の
火
災
が

発
生
し
、
新
市
発
足
後
は
４
件
発

生
、
内
訳
は
建
物
火
災
１
件
、
原

野
火
災
２
件
、
そ
の
他
の
火
災
１

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
件
数
は
５
１
１
件

の
出
動
で
、
新
市
発
足
後
２
０
９

件
の
出
動
が
あ
り
、
内
訳
は
急
病

が
１
５
０
件
、
交
通
事
故
が
16
件

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

捜
索
出
動
は
本
年
１
月
か
ら
３

件
発
生
し
、
新
市
発
足
後
は
２
件

発
生
い
た
し
ま
し
た
。
捜
索
日
数

は
そ
れ
ぞ
れ
１
日
と
２
日
と
な
っ

て
お
り
、
双
方
と
も
死
亡
で
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
関
係
は
、
救
急
救
命
士
国

家
試
験
に
２
名
が
合
格
し
、
現
在

病
院
実
習
中
の
ほ
か
、
４
月
か
ら

は
１
名
が
東
京
研
修
所
で
国
家
試

験
に
向
け
研
修
中
で
す
。
ま
た
、

４
月
に
採
用
し
た
３
名
の
消
防
吏

員
は
秋
田
県
消
防
学
校
に
入
校
し

初
任
教
育
中
で
す
。

　

消
防
団
関
係
で
は
、
３
月
22
日

新
市
発
足
に
伴
い
団
長
、
副
団
長
、

支
団
長
へ
の
辞
令
を
市
役
所
で
交

付
し
ま
し
た
。

　

春
の
火
災
予
防
運
動
の
初
日
に

は
、
各
支
団
ご
と
に
放
水
訓
練
、

消
防
車
に
よ
る
予
防
広
報
パ
レ
ー

ド
、
小
型
ポ
ン
プ
等
機
械
器
具
の

点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
は
水
道
週
間
に
伴

い
、
６
月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
の

５
日
間
、
夜
間
に
お
け
る
洗
管
作

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
は
、
合
川
・
森
吉
地

区
統
合
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業

の
送
配
水
管
布
設
工
事
、
阿
仁
打

当
簡
水
基
幹
改
良
工
事
の
実
施
設

計
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
の
発
注
は
７
月
か

ら
８
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス
課
関
係

【
義
務
教
育
課
】

　

新
市
と
な
り
、
初
の
平
成
17
年

度
市
立
小
中
学
校
（
幼
稚
園
）
入

学
（
園
）
式
が
、
４
月
５
日
、
６

日
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
幼
稚
園
20
人
、
小

学
校
３
０
５
人
、
中
学
校
３
５
７

人
、
中
学
校
３
５
７
人
の
新
入
生

を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に

よ
り
５
月
１
日
現
在
の
小
学
校

（
16
校
）
の
児
童
数
は
１
９
３
８

人
、
中
学
校
（
５
校
）
の
生
徒
数

は
１
０
７
９
人
で
、
学
級
数
で
は

小
学
校
が
１
０
８
学
級
、
中
学
校

が
41
学
級
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
旧
町
単
位
の
教
育

セ
ン
タ
ー
及
び
教
育
研
究
所
が
、

合
併
と
同
時
に
北
秋
田
市
教
育
セ

ン
タ
ー
に
統
合
さ
れ
、
教
育
に
関

す
る
調
査
研
究
、
教
職
員
の
各
種

研
究
活
動
の
拠
点
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

【
高
校
教
育
課
】

　

平
成
17
年
度
北
秋
田
市
立
合
川

高
等
学
校
の
入
学
式
が
４
月
６
日

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
新

入
生
は
、
普
通
科
34
人
、
情
報
ビ

ジ
ネ
ス
科
34
人
、
介
護
福
祉
科
31

人
の
99
人
で
、
こ
れ
に
よ
る
５
月

１
日
現
在
の
生
徒
数
は
、
２
年
生

93
人
・
３
年
生
54
人
を
含
め
計
２

４
６
名
、
科
別
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、

普
通
科
93
人
、
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科

72
人
、
介
護
福
祉
科
81
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
１
日
現
在
の
寄
宿

舎
入
寮
者
数
は
男
子
（
清
心
寮
）

39
人
、
女
子
（
心
和
寮
）
48
人
の

合
計
87
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
寮
生
が
健
全
で
安
全
・
安
心

な
寮
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

【
生
涯
学
習
課
】

　

国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
伊

勢
堂
岱
遺
跡
と
国
土
交
通
省
森
吉

山
ダ
ム
工
事
事
務
所
の
遺
跡
調
査

委
託
に
よ
る
橋
場
岱
Ａ
遺
跡
の
平

成
17
年
度
現
地
調
査
が
４
月
25
日

に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
堂
岱
遺
跡
で
は
、
４
月
29

日
か
ら
遺
跡
を
一
般
公
開
し
、
平

日
は
担
当
学
芸
員
が
、
ま
た
休
日

に
は
伊
勢
堂
岱
遺
跡
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
見
学
者
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
生
涯
学

習
の
一
環
と
し
て
、
４
月
26
日
の

森
吉
前
田
地
区「
寿
大
学
」の
開
講

式
を
皮
切
り
に
、
合
川
地
区
「
こ

と
ぶ
き
大
学
」
、
鷹
巣
地
区
「
高

鷹
大
学
」
、
森
吉
地
区
「
老
壮
婦

人
大
学
」
、
阿
仁
地
区
「
生
き
活

き
大
学
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
入
学
・

開
講
式
が
開
催
さ
れ
、
併
せ
て
約

７
５
０
名
の
受
講
生
の
カ
レ
ッ
ジ

ラ
イ
フ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

【
中
央
公
民
館
】

　

平
成
17
年
度
の
公
民
館
定
期
講

座
は
、
11
館
で
49
の
講
座
を
企
画
、

受
講
希
望
者
は
８
３
８
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

５
月
18
日
に
は
阿
仁
公
民
館
の

「
ふ
る
さ
と
文
化
学
園
」
、
26
日

に
は
中
央
公
民
館
と
鷹
巣
地
区
公

民
館
の
定
期
講
座
合
同
の
開
講
式

が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
１
年
間
の

学
習
へ
の
意
欲
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
】

　

第
43
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
４
月
23
日
開
催
さ
れ
、
市
内
小

・
中
学
生
は
も
と
よ
り
、
県
内
外

の
児
童
生
徒
、
一
般
参
加
者
（
学

生
１
９
４
名
・
一
般
41
名
）
併
せ

て
２
３
５
名
が
春
空
の
も
と
健
脚

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
県
内
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
は
、
河
田
杯
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
皮
切
り
に
始
ま
り
、
参

加
選
手
は
そ
れ
ぞ
れ
シ
ー
ズ
ン
始

め
の
力
を
確
か
め
る
か
の
よ
う
な

走
り
で
、
応
援
に
も
熱
の
入
る
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
５
北
緯
　
秋
田
内
陸
リ

ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ

レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
全
体
実
行

委
員
会
が
５
月
23
日
に
開
催
さ
れ
、

９
月
25
日
の
大
会
当
日
の
実
施
体

制
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

北
秋
田
市
事
務
局
と
し
て
は
、

大
会
の
成
功
に
向
け
実
行
委
員
会

と
連
絡
を
密
に
協
力
し
て
い
く
事

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

北
秋
田
市
体
育
指
導
委
員
辞
令

交
付
式
が
５
月
25
日
、
中
央
公
民

館
に
お
い
て
行
わ
れ
、
市
内
56
名

の
体
育
指
導
委
員
に
辞
令
を
交
付

し
ま
し
た
。
北
秋
田
市
の
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
、
ま
た
地
域
の
体
育
行

事
等
に
携
わ
り
な
が
ら
、
市
民
の

健
康
と
体
力
作
り
の
た
め
の
活
動

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
国
体
準
備
室
関
係
】

「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
競
技
の
補
助
員
講
習
会
が
５

月
８
日
、
阿
仁
河
川
公
園
を
会
場

に
協
会
関
係
者
25
人
参
加
の
も
と

実
施
し
ま
し
た
。

　

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

事
務
局
調
整
・
施
設
担
当
者
２
名

に
よ
る
、
森
吉
山
ス
キ
ー
場
縦
走

特
設
コ
ー
ス
及
び
特
設
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
競
技
場
の
現
状
視
察
を
５
月

９
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

秋
田
県
山
岳
連
盟
と
地
元
山
岳

会
と
の
協
議
会
を
５
月
10
日
に
開

催
し
、
競
技
運
営
の
確
認
や
国
体

コ
ー
ス
整
備
に
つ
い
て
打
合
わ
せ

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

秋
田
わ
か
杉
国
体
・
第
32
回
東

北
総
合
体
育
大
会
山
岳
競
技
専
門

委
員
会
を
５
月
23
日
、
森
吉
支
所

に
お
い
て
開
催
し
、
縦
走
コ
ー
ス

の
整
備
計
画
、
縦
走
及
び
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
競
技
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

40°
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市　

長　

日　

誌

市　

長　

日　

誌

６／１６

３０
〜

16
日
（
木
）

17
日
（
金
）

　
　
　
　

�

　
　
　
　

18
日
（
土
）

22
日
（
水
）

23
日
（
木
）

24
日
（
金
）

26
日
（
日
）

27
日
（
月
）

　
　
　
　

28
日
（
火
）

29
日
（
水
）

　
　
　
　

�

30
日
（
木
）

平
成
17
年
第
３
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会
一
般
質
問
３

日
目

平
成
17
年
度
消
防
救
助
技
術
交
流
大
会
に
出
席

一
般
国
道
１
０
３
号
改
築
促
進
期
成
同
盟
会
の
監
査
を

実
施

東
北
直
轄
ダ
ム
事
業
促
進
連
絡
協
議
会
の
監
査
を
実
施

大
館
北
秋
田
中
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
開
会
式
に
出
席

大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
10
回
定
時
株
主

総
会
・
第
45
回
取
締
役
会
に
出
席

鷹
巣
町
中
央
行
政
協
力
委
員
会
定
例
総
会
懇
親
会
に
出

席
。

平
成
17
年
第
３
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会
最
終
日

北
秋
田
市
誕
生
記
念
航
空
自
衛
隊
北
部
音
楽
隊
演
奏
会

を
参
観

森
吉
山
ダ
ム
公
開
セ
ミ
ナ
ー
開
講
式
に
出
席

統
合
病
院
に
か
か
る
協
議
の
た
め
県
を
訪
問

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
第
21
回
定
時
株
主
総
会
・
取
締

役
会
に
出
席

平
成
17
年
度
森
吉
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
長
会
議
に
出
席

北
秋
田
市
建
設
業
協
会
（
仮
称
）
設
立
総
会
懇
親
会
に

出
席

行
政
協
力
委
員
合
川
地
区
全
体
会
議
に
出
席

あ
き
た
北
央
農
業
協
同
組
合
第
６
回
通
常
総
代
会
に
出

席

　

市
長
定
例
記
者
会
見
が
７
月
４
日
、
市

役
所
で
行
わ
れ
、
秋
田
内
陸
線
の
再
生
計

画
や
空
席
と
な
っ
て
い
る
収
入
役
な
ど
に

つ
い
て
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
合
併
し
て
か
ら
初
の
支
所
長

会
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、

「
類
似
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
統
一
の
件
や
、

市
内
の
主
要
施
設
、
特
に
各
支
所
の
２
階

が
空
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
貸
出
と
な

れ
ば
目
的
外
使
用
と
い
う
問
題
が
あ
り
、

ま
た
、
様
々
な
情
報
が
あ
る
た
め
夜
間
の

管
理
問
題
と
併
せ
、
今
後
の
課
題
と
し
た

い
」
と
述
べ
、
こ
の
支
所
長
会
議
は
２
週

間
に
１
度
各
支
所
持
ち
回
り
で
行
う
こ
と

と
し
た
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

市
と
な
っ
て
初
の
定
例
議
会
を
終
え
た

感
想
に
つ
い
て
「
71
人
の
議
員
で
初
日
の

大
綱
を
み
て
も
１
日
で
終
わ
る
は
ず
が
２

日
か
か
っ
た
。
各
地
区
の
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
鋭
い
意
見
を
出
さ
れ
、
非
常
に

よ
い
議
論
と
な
っ
た
。
予
算
の
審
議
で
政
策

的
な
も
の
が
な
い
と
さ
れ
た
が
、
旧
町
時
代

に
17
年
度
の
実
施
す
べ
き
計
画
を
立
て
て
い

る
た
め
そ
れ
ら
を
最
大
限
尊
重
す
る
の
が
私

の
考
え
。
４
町
の
予
算
を
合
わ
せ
た
額
よ
り

11
億
円
多
く
な
り
、
そ
れ
だ
け
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
向
上
し
た
。
こ
れ
が
岸
部
カ
ラ
ー
で
あ

る
」
と
語
り
、
議
員
自
ら
が
条
例
の
一
部
改

正
を
行
っ
た
事
に
関
し
て
は
「
市
民
代
表
の

皆
さ
ん
が
審
議
し
た
結
果
で
あ
り
、
同
じ
仕

事
を
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
今
あ
る
予
算
内
で

平
均
化
し
た
こ
と
は
尊
重
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

内
陸
線
再
生
計
画
に
つ
い
て
は
「
来
年
度

の
国
の
予
算
に
間
に
合
う
よ
う
今
年
の
10
月

ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
県
主

導
か
地
元
主
導
か
で
南
北
間
で
温
度
差
は
あ

る
が
、
地
元
で
計
画
を
提
出
し
た
い
。
内
陸

線
は
生
活
路
線
と
観
光
路
線
２
つ
あ
る
が
、

生
活
路
線
で
は
通
学
が
減
り
つ
つ
あ
る
。
現

在
、
自
転
車
の
持
ち
込
み
を
買
い
物
の
時
間

帯
に
設
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
通
学
者
に

も
行
え
ば
乗
車
率
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。

観
光
路
線
で
は
、
空
港
の
大
阪
便
が
通
年
運

行
に
な
っ
た
の
で
、
内
陸
線
と
結
び
つ
け
る

こ
と
を
考
え
る
協
議
会
を
開
き
た
い
」
と
方

針
を
示
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
空
席
と
な
っ
て
い
る
収
入
役
人
事

に
つ
い
て
は
「
国
の
方
で
収
入
役
を
置
か
な

く
て
も
い
い
と
い
う
方
向
に
な
っ
て
き
た
。

町
長
時
代
１
年
間
置
か
な
か
っ
た
が
差
し
支

え
は
な
か
っ
た
。
９
月
議
会
へ
の
提
案
も
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
お
ら
ず
、
保
留
し
た
い
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

７月市長定例記者会見

内陸線再生計画は10月までに

定例会見を行う岸部市長
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国
際
交
流
員
の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
さ
ん
（
ハ
ワ
イ
出
身
）

を
講
師
に
森
吉
公
民
館
講
座
「
ア
ン
ジ
ェ
ラ
の
国
際

料
理
教
室
」
が
６
月
29
日
に
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
タ
コ
ス
パ
ウ
ダ
ー
や
チ
ー
ズ

を
使
っ
た
チ
キ
ン
の
ケ
サ
デ
ィ
ー
ア
、
ほ
う
れ
ん
草
・

チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
ザ
ミ
デ
ィ
ッ
プ
、
シ
リ
ア
ル
を
衣
に

し
た
揚
げ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
名
前
を
聞
い
た
こ
と
も
な
い
料
理
に
、

最
初
ど
の
よ
う
に
調
理
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う

で
し
た
が
、
英
語
ま
じ
り
の
質
問
で
調
理
方
法
を
聞

き
な
が
ら
も
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

や
っ
て
み
る
と
意
外
に
手
軽
に
出
来
る
料
理
で
、

味
の
方
も
み
ん
な
「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
」
と
満

足
の
い
く
も
の
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

ア
ン
ジ
ェ
ラ
の
超
簡
単
な
国
際
料
理
教
室簡単で、しかも、おいしいと好評だった料理教室

　

全
国
47
都
道
府
県
で
競
う
日
本
消
防
協
会
主
催
の

「
第
17
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
」
が
10
月
20
日
、

横
浜
市
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
秋
田
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
の
は
、
北
秋
田

市
婦
人
消
防
隊
（
荒
瀬
婦
人
消
防
）
で
、
大
会
に
備

え
て
連
日
厳
し
い
訓
練
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
女
性
消
防
隊
の
消
防
技
術
向
上
と

士
気
の
高
揚
を
図
り
、
地
域
に
お
け
る
消
防
活
動
の

充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

競
技
は
、
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
で
、
実
際
に
ポ
ン

プ
を
運
用
し
、
放
水
に
よ
り
標
的
を
落
と
す
も
の
で
、

技
術
や
タ
イ
ム
な
ど
に
よ
り
競
う
も
の
で
す
。

　

１
都
道
府
県
１
隊
の
出
場
で
す
。
が
ん
ば
れ
！
婦

人
消
防
隊
！

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
出
場
へ

遊遊ガーデンでイワナのつかみ捕りにも挑戦

　

阿
仁
合
保
育
園
の
親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク
が
７
月
３
日
、

市
の
遊
遊
ガ
ー
デ
ン
を
会
場
に
行
わ
れ
、
園
児
ら
が

歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
魚
捕
り
に
興
ず
る
楽
し
い
ひ
と

時
を
す
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
園
児
と
父
母
、
保
育
士
あ
わ
せ
て
１

２
０
人
が
参
加
。
親
子
で
ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
だ
後
、
待
ち
か
ね
て
い
た
「
イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
捕

り
」
に
挑
戦
。
イ
ワ
ナ
が
池
の
中
に
放
さ
れ
る
と
園

児
た
ち
は
一
斉
に
飛
び
込
み
、
目
を
輝
か
せ
夢
中
に

な
っ
て
イ
ワ
ナ
を
追
い
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ

の
間
に
か
父
母
も
一
緒
に
な
っ
て
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

快
晴
と
な
っ
た
夏
の
日
に
、
残
雪
の
森
吉
山
を
望

み
な
が
ら
の
手
作
り
弁
当
の
昼
食
も
格
別
。
思
う
存

分
に
遊
び
、
親
子
の
絆
を
い
っ
そ
う
深
め
る
こ
と
が

出
来
た
最
高
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

阿
仁
合
保
育
園
の
親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク

阿仁支部消防訓練大会に特別参加した婦人消防隊

　

合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
の
花
植
え
作
業
が
６
月
17
日
、

合
川
公
民
館
前
で
行
わ
れ
、
花
壇
は
色
鮮
や
か
な
花

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
と
ぶ
き
大
学
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
花
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
実
施
さ
れ
て
き
た
こ
の
運
動
は

今
年
で
29
回
目
。
学
生
約
80
人
が
ベ
コ
ニ
ア
、
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど
１
８
０
０
株
の
植
栽

作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
今
年

も
き
れ
い
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
で
き
あ
が
っ
た

花
壇
に
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

花
壇
が
面
す
る
道
路
は
通
勤
通
学
路
で
、
多
く
の

人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

竜
ケ
森
合
同
山
開
き
を
開
催

　
　

北
秋
田
市
と
大
館
市
に
ま
た
が
る「
竜
ケ
森（
標

高
１
０
４
９
・
８
ｍ
）
」
で
山
開
き
が
６
月
25
日
、

両
市
の
主
催
で
行
わ
れ
、
多
く
の
登
山
愛
好
者
が
参

加
し
て
今
年
１
年
の
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
心

地
よ
い
汗
を
か
き
な
が
ら
、
竹
の
子
や
雪
解
け
の
遅

れ
か
ら
か
季
節
は
ず
れ
の
サ
ワ
モ
ダ
シ
を
採
っ
た
り

と
登
山
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

山
頂
へ
は
約
１
時
間
で
到
着
、
比
内
側
か
ら
登
っ

て
き
た
大
館
市
の
方
々
と
合
流
後
、
祈
願
祭
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
車
座
に

な
り
、
自
前
の
竹
の
子
の
煮
付
け
や
漬
物
な
ど
を
広

げ
、
山
頂
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

合併して６日目の新生大館市の皆さんと記念撮影

合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
の
花
植
え

雨の中作業に励むことぶき大学の皆さん

ポイントを探り糸を垂れる太公望たち（阿仁川）

チ
キ
ン
の
ケ
サ
デ
ィ
ー
ア
は
、い
か
が

県
代
表
に
北
秋
田
市
婦
人
消
防
隊

親
と
子
の
絆
を
深
め
合
う

新
生
大
館
市
と
山
頂
交
流

色
鮮
や
か
な
花
が
植
え
ら
れ
ま
し
た

釣
果
上
々
、全
国
か
ら
太
公
望
が

　

市
内
の
主
な
河
川
で
７
月
１
日
、
ア
ユ
漁
が
解
禁

に
な
り
ま
し
た
。

　

瀬
や
深
み
に
富
む
米
代
川
本
流
を
は
じ
め
、
小
猿

部
川
や
阿
仁
川
は
全
国
的
に
も
天
然
ア
ユ
が
豊
富
な

こ
と
で
知
ら
れ
、
前
夜
か
ら
泊
り
込
み
で
解
禁
を
待

つ
人
が
多
く
、
夜
明
け
と
と
も
に
さ
お
が
繰
り
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

釣
果
は
、
昨
年
に
比
べ
上
々
で
す
。
釣
り
人
は
県

外
か
ら
訪
れ
る
人
が
多
く
、
漁
協
で
は
「
市
内
の
皆

さ
ん
も
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
」
と
ア
ユ
釣
り
へ
の
挑

戦
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は　

◇
鷹
巣
漁
業
協
同
組
合　

０

１
８
６
（
63
）
２
８
８
７
◇
阿
仁
川
漁
業
協
同
組
合

　

０
１
８
６
（
75
）
２
６
６
０

米
代
川
・
阿
仁
川
な
ど
で
ア
ユ
釣
り
解
禁
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北
秋
田
市
の
個
人
情
報
保
護
制
度

　

市
は
、
市
民
の
皆
様
の
個
人
情
報
を
保
護
す
る

た
め
に
「
北
秋
田
市
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
制

定
し
、
個
人
情
報
の
適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
ま

す
。
個
人
情
報
保
護
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
ま
す

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
ま
す

　

現
在
の
高
度
情
報
化
社
会
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報

通
信
技
術
が
急
速
に
発
達
し
、

大
き
な
利
便
性
を
も
た
ら
し
た

一
方
で
、
個
人
情
報
の
不
適
切

な
取
り
扱
い
に
よ
っ
て
大
量
の

個
人
情
報
が
漏
え
い
す
る
な
ど

の
深
刻
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国

は
、
平
成
15
年
5
月
に
「
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

や
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
」
な
ど
を
制
定
し
、
民
間
企

業
な
ど
の
民
間
部
門
、
行
政
機

関
な
ど
の
公
的
部
門
の
両
方
に

適
用
さ
れ
る
、
個
人
情
報
保
護

法
制
を
整
え
、
平
成
17
年
4
月

に
全
面
施
行
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
平
成
17
年
3
月
22
日

の
合
併
施
行
日
に
「
北
秋
田
市

個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
制
定

し
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り

扱
い
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ

て
、
特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
、

又
は
識
別
さ
れ
得
る
も
の
で
、

文
書
、
図
画
、
写
真
、
ス
ラ
イ

ド
、
磁
気
テ
ー
プ
等
に
記
録
さ

れ
た
も
の
な
ど
を
い
い
ま
す
。

　

市
が
個
人
情
報
を
収
集
す
る

と
き
は
、
目
的
を
明
確
に
し
、

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
範
囲
内
で
、
本
人
か
ら

収
集
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て

い
ま
す
。

　

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
業
務

に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

そ
の
業
務
の
目
的
や
対
象
と
な

る
個
人
の
範
囲
、
記
録
す
る
個

人
情
報
の
項
目
な
ど
を
登
録
し

ま
す
。

　

個
人
情
報
取
扱
業
務
と
し
て

登
録
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
目

的
の
範
囲
を
超
え
て
他
の
業
務

に
利
用
し
た
り
、
市
以
外
の
機

関
に
提
供
（
外
部
提
供
）
す
る

こ
と
は
、
原
則
と
し
て
禁
止
し

て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
本
人
の
同
意
が
あ

る
場
合
や
法
令
等
に
定
め
が
あ

る
場
合
な
ど
目
的
外
利
用
や
外

部
提
供
を
認
め
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

市
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情

報
に
つ
い
て
、
本
人
が
開
示
等

の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

た
だ
し
、
開
示
し
な
い
こ
と

に
つ
い
て
法
令
等
に
定
め
の
あ

る
場
合
な
ど
に
は
、
請
求
に
応

じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
と
市
以
外
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
を
通
信
回
線
等
に
よ
り
結

合
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て

禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
結
合
す
る
こ
と
が

公
益
や
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、

個
人
情
報
保
護
審
議
会
の
意
見

を
聴
い
た
上
で
行
い
ま
す
。

　

個
人
情
報
の
漏
え
い
、
滅
失
、

改
ざ
ん
及
び
損
傷
の
防
止
等
、

個
人
情
報
の
適
切
な
管
理
の
た

め
に
必
要
な
要
綱
を
定
め
、
個

人
情
報
の
保
護
を
最
優
先
と
し

た
各
種
情
報
の
保
護
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

企
画
部　

広
報
情
報
課

　

0
1
8
6
―
62
―
6
6
0
8

個
人
情
報
保
護
制
度

個
人
情
報
と
は

個
人
情
報
の
収
集

個
人
情
報
の
利
用

自
己
情
報
の
開
示
等
請
求

個
人
情
報
の
電
算
処
理

個
人
情
報
の
適
正
管
理

お
問
い
合
わ
せ
は

個
人
情
報
取
扱
業
務
の
登
録

　個人情報の取り扱いについて調査審議する「北秋田市個人情報

保護審議会委員（情報公開審査会委員兼務）」の辞令交付が7月1日

に行われ、会長に小塚邦雄氏を互選しました。

　写真右より、鈴木誠一氏（会長職務代理者・合川）、小塚会長

（鷹巣）、櫻庭弘子氏（森吉）、蒲芳氏（阿仁）、河田弘美氏（鷹巣）

個
人情報
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日
本
国
内
の
人
口
・
世
帯
の
実

態
を
把
握
し
、
各
種
行
政
施
策
の

基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
調
査
の
こ
と
で
す
。

　

１
回
目
は
大
正
９
年
。
以
来
ほ

ぼ
５
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、

今
回
調
査
は
そ
の
18
回
目
に
あ
た

り
ま
す
。

　

日
本
の
人
口
が
は
じ
め
て
減
少

に
転
じ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
人
口
の

転
換
期
」
を
迎
え
つ
つ
あ
る
わ
が

国
の
姿
を
あ
き
ら
か
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
将
来
を
見
通
す
う
え
で

も
大
変
注
目
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

　

国
勢
調
査
は
全
数
調
査
（
全
て

の
人
が
対
象
と
な
る
調
査
）
で
す

の
で
、
複
雑
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
前
回
調
査
と
比
べ
、
「
家

計
の
収
入
の
種
類
」
等
数
項
目
、

調
査
項
目
が
少
な
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

答
え
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

「
統
計
法
」及
び「
国
勢
調
査
令
」に

お
い
て
、
答
え
る
義
務
に
つ
い
て

規
定
し
て
い
ま
す
。

　

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
に

お
け
る
人
口
セ
ン
サ
ス
（
人
口
の

全
数
調
査
）
の
歴
史
は
古
く
、
紀

元
前
３
６
０
０
年
頃
の
バ
ビ
ロ
ニ

ア
、
紀
元
前
３
０
０
０
年
頃
の
エ

ジ
プ
ト
、
中
国
の
人
口
調
査
な
ど

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。「
わ
が
国
の

人
口
が
世
界
で
第
９
位
」や「
諸
外

国
に
比
べ
急
速
に
進
む
高
齢
化
」

と
い
う
の
は
、
わ
が
国
の
国
勢
調

査
と
諸
外
国
の
同
様
の
調
査
か
ら

わ
か
っ
た
結
果
で
す
。

　

さ
て
、
次
号
で
は
も
う
少
し
詳

し
く
、
例
え
ば
、「
調
べ
た
人
口
は

ど
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
る
の
？
」

「
そ
の
主
な
利
用
は
？
」
な
ど
、

そ
の
他
各
調
査
項
目
に
添
う
形
で
、

な
ぜ
何
の
た
め
に
そ
の
項
目
が
あ

る
の
か
な
ど
の
お
話
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
市
で
は
、
調
査
の
実
施
に

際
し
、
効
果
的
な
調
査
実
施
体
制

を
整
え
、
調
査
の
万
全
を
期
す
る

た
め
、
７
月
１
日
「
平
成
17
年
国

勢
調
査
北
秋
田
市
実
施
本
部
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す

大
切
な
統
計
調
査
で
す

大
切
な
統
計
調
査
で
す

●
住
民
登
録
と
は
関
係
な
く
、
10
月
１
日
現
在
、
普

段
住
ん
で
い
る
場
所
で
、
調
査
票
に
記
入
し
て
頂

き
ま
す
。

●
国
勢
調
査
は
日
本
に
住
ん
で
い
る
全
て
の
人
が
対

象
で
、
回
答
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
、
調
査
票
の
配
布
・

受
け
取
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

●
国
勢
調
査
は
未
来
の
羅
針
盤
と
し
て
、
私
た
ち
の

生
活
に
い
か
さ
れ
ま
す
。

●
国
勢
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関
係
者
に
は
、

守
秘
義
務
が
あ
り
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
保
護
さ

れ
ま
す
。

　国勢調査に対して、少しでも多く

のご理解とご協力を得られますよう、

今号から調査期日（10月１日）まで、

国勢調査についてのお話を載せてま

いります。

国
勢
調
査
っ
て
何
？

い
つ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
の
？

今
回
調
査
の
特
徴
は
？

調
査
の
内
容
は
？

調
査
に
答
え
る
義
務
は
あ
る
の
？

日
本
以
外
で
も
同
様
の
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
の
？

佐藤修助助役が国勢調査北秋田市実施本部長
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ゴ
ン
ド
ラ
の
運
行
に
つ
い
て

　　

阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
は
、８
月
と

９
月
の
一
部
の
日
を
の
ぞ
き
、
10

月
30
日
ま
で
の
期
間
、運
行
さ
れ

ま
す
。運
行
時
間
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
で
す（
登
り
最

終
午
後
３
時
30
分
）。

　

な
お
、運
行
予
定
日
で
あ
っ
て

も
、天
候
に
よ
り
休
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

《
実
施
期
間
》

●
花
の
百
名
山
観
賞　
　

　

６
月
11
日
〜
７
月
31
日

●
盛
夏
の
森
吉
山
観
賞

　

８
月
１
日
〜
８
月
21
日
・

　

８
月
27
日
・
28
日

●
初
秋
の
森
吉
山
観
賞

　

９
月
３
日
・
４
日
・
10
日
・　

　

11
日
・
17
日
・
18
日
・
19
日
・

　

23
日
・
24
日
・
25
日

（
土
日
祝
祭
日
の
み
）

●
紅
葉
の
森
吉
山
観
賞

　

10
月
１
日
〜
10
月
30
日

《
ゴ
ン
ド
ラ
料
金
》

●
大
人
往
復
１
７
０
０
円
ほ
か

　《
秋
田
内
陸
線
阿
仁
合
駅
か
ら
の

無
料
送
迎
バ
ス
運
行
時
間
》

●
阿
仁
合
駅
発（
ス
キ
ー
場
着
）

　

①
９　

25（
９　

55
）

　

②
10　

25（
10　

55
）

●
ス
キ
ー
場
発（
阿
仁
合
駅
着
）

　

①
12　

20（
12　

50
）

　

②
14　

40（
15　

10
）

　

③
15　

40（
16　

10
）

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

◇
阿
仁
支
所
観
光
振
興
課�

�

　
　

82-

２
１
１
７

◇
阿
仁
ス
キ
ー
場　

82-

３
３
１
１

駐車場

ゴンドラ
の り ば

こめつが山荘

ロッジ
森　吉

森吉避難小屋

石森

一ノ腰

ブ
ナ
岱

キ
ャ
ン
プ
場

阿
仁

避
難
小
屋

森
吉
山
頂

至
打
当
内

　

登
山
口

山
人
平

ヒ
バ
ク
ラ
岳

カ
ン
バ
森

至森吉山麓
　　　高原

阿仁スキー場

写真の花のコース

至
阿
仁
前
田

至
阿
仁
合

ゴンドラの搭乗時間は片道15分

花
の
百
名
山「
森
吉
山
」紀
行

阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く

　

森
吉
山
（
標
高
１
４
５
４
ｍ
）
で
は
、
６
月
11
日
か
ら
阿
仁
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
の
運
行
が
始
ま
り
、

気
軽
に
山
頂
付
近
の
お
花
畑
な
ど
へ
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
山
は
「
花
の
百
名
山
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
一
帯
で
見
ら
れ
る
高
山
植
物
は
お
よ
そ
３
０
０
種
類

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て
は
、
開
花
時
期
の
早
い
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
か

ら
、
盛
夏
に
か
け
て
咲
く
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
ま
で
が
同
時
に
見
ら
れ
、
訪
れ
る
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。

こ
の
時
期
、
登
山
道
沿
い
に
咲
い
た
、
可
憐
な
花
々
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ゴ
ン
ド
ラ
は
10
月
30
日
ま
で
運
行
さ
れ
ま
す
（
運
休
期
間
あ
り
）
。
森
吉
山
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

も
様
々
な
表
情
を
見
せ
ま
す
。
一
度
、
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
利
用
し
た
「
森
吉
山
紀
行
」
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ス
キ
ー
場
ま
で
は
、
秋
田
内
陸
線
阿
仁
合
駅
か
ら
の
無
料
バ
ス
も
運
行
し
て
い
ま
す
。

ニッコウキスゲ（ゼンティカ）

▲ハクサンチドリ

▲コバイケイソウ ▲オオバキスミレ

▲イワイチョウ ▲ムラサキヤシオツツジ ▲ウラジロヨウラク

▲イワカガミ▲ヒナザクラとミツバオウレン▲アカモノ（イワハゼ）

ゴゼンタチバナ▲

ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

▲

森
吉
山

紀　

行

至西ノ又

20分

60分 30分

●

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：
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恵
美
子
さ
ん
は
平
成
４
年
１
月

15
日
朝
、
祖
母
に
「
鷹
巣
に
行
っ

て
く
る
」
と
言
い
残
し
た
ま
ま
消

息
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
お
り
、

18
日
能
代
市
落
合
浜
で
財
布
や
化

粧
品
、
防
寒
着
な
ど
身
の
回
り
品

が
残
さ
れ
た
ま
ま
の
車
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
事

件
の
政
府
認
定
の
16
人
と
特
定
失

踪
者
問
題
調
査
会
の
４
４
０
を
越

え
る
失
踪
者
の
家
族
が
、
拉
致
の

可
能
性
も
す
べ
て
排
除
で
き
な
い

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

政
府
未
認
定
の
特
定
失
踪
者
の

家
族
は
、
時
間
の
経
過
と
共
に
捜

査
機
関
に
よ
る
真
相
解
明
が
困
難

に
な
る
な
か
、
唯
一
民
間
の
善
意

で
お
こ
な
っ
て
い
る
特
定
失
踪
者

問
題
調
査
会
に
委
ね
る
ほ
か
な
す

術
が
な
い
の
が
実
情
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
特
定

失
踪
者
の
身
近
な
自
治
体
が
相
互

に
連
携
し
、
家
族
の
支
援
を
全
国

の
関
係
自
治
体
に
呼
び
か
け
る
こ

と
に
よ
り
、
失
踪
者
家
族
、
自
治

体
、
国
の
関
係
機
関
の
一
体
化
が

す
す
み
事
態
の
進
展
が
期
待
さ
れ

る
と
し
て
、
政
府
未
認
定
の
特
定

失
踪
者
支
援
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

趣
意
書
に
は
「
日
常
生
活
の
中

の
非
日
常
が
私
た
ち
の
身
の
ま
わ

り
で
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
降
り

か
か
る
。
そ
れ
も
今
朝
ま
で
一
緒

に
暮
ら
し
て
い
た
か
け
が
え
の
な

い
家
族
が
突
然
失
踪
し
、
消
息
に

つ
な
が
る
一
切
の
手
が
か
り
を
掴

め
な
い
ま
ま
、
時
間
だ
け
が
非
情

に
過
ぎ
る
艱
難
の
日
々
を
、
他
者

に
よ
っ
て
強
い
ら
れ
る
現
実
と
私

た
ち
は
一
体
ど
う
向
か
い
あ
っ
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
世
間
に

気
兼
ね
し
、
苦
悩
に
満
ち
た
生
活

に
耐
え
る
特
定
失
踪
者
の
家
族
は
、

時
に
長
短
の
別
な
く
現
在
も
失
踪

者
本
人
の
戸
籍
を
保
有
し
、
失
踪

当
時
の
延
長
線
上
に
あ
り
ま
す
。

　

寄
る
年
波
と
共
に
老
い
て
ゆ
く

親
や
失
踪
原
因
の
解
明
に
伴
う
生

活
負
担
の
こ
と
を
思
う
と
、
警
察

当
局
に
捜
査
を
委
ね
た
だ
傍
観
し

て
い
る
だ
け
で
は
、
住
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
使
命
を
第
一
義
と

す
る
地
方
自
治
体
は
、
災
害
対
策

や
事
故
防
止
と
並
ぶ
危
機
管
理
の

一
環
と
し
て
、
未
だ
真
相
解
明
の

糸
口
す
ら
見
え
な
い
家
族
を
支
援

す
る
方
策
を
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
可
能
性

も
全
て
排
除
で
き
な
い
と
し
て
、

特
定
失
踪
者
問
題
調
査
会
に
一
縷

の
望
み
を
託
し
て
調
査
を
嘆
願
し

て
い
る
家
族
は
、
今
年
７
月
１
日

現
在
全
国
で
４
４
０
家
族
に
も
及

び
ま
す
。
特
定
失
踪
者
支
援
自
治

体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
人
権
と
国

家
主
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
政
府
未
認
定
の
特
定
失
踪

者
の
調
査
解
明
に
む
け
全
国
の
自

治
体
に
呼
び
か
け
、
相
互
が
連
携

し
て
協
力
関
係
を
保
ち
な
が
ら
支

援
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
提
唱

し
ま
す
。
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

支
援
す
る
活
動
内
容
と
し
て
、

・
埋
も
れ
て
い
る
情
報
の
発
掘

　

〜
情
報
提
供
の
呼
び
か
け
〜

・
失
踪
者
家
族
の
生
活
相
談
と
激

　

励
・
関
係
自
治
体
間
の
情
報
交
換
と

　

共
有
に
よ
る
調
査
力
の
強
化

・
特
定
失
踪
者
問
題
調
査
会
及
び

　

捜
査
機
関
へ
の
協
力

・
関
係
自
治
体
の
一
体
化
に
よ
り

　

国
内
世
論
を
喚
起
し
、
真
相
解

　

明
と
救
出
に
む
け
強
力
に
メ
ッ

　

セ
ー
ジ
を
内
外
に
発
信
す
る

・
当
該
自
治
体
へ
財
政
支
援
の
立

　

法
措
置
を
講
ず
る
よ
う
国
へ
要

　

請
す
る

と
し
、
推
進
方
法
に
つ
い
て
は
、

・
特
定
失
踪
者
の
い
る
自
治
体
リ

　

ス
ト
の
作
成
と
関
係
自
治
体
へ

　

の
提
案

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
通
信
手
段

　

に
よ
る
情
報
交
換
と
分
析

・
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
、
関
係

　

各
省
へ
調
査
解
明
を
強
力
に
要

　

請
す
る

な
ど
と
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　

恵
美
子
さ
ん
の
ご
両
親
は
「
い

ま
だ
に
進
展
が
な
い
。
継
続
し
て

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
、
「
こ

の
ま
ま
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
は
い

け
な
い
と
思
い
、
再
度
お
願
い
し

た
」
と
悲
痛
な
面
持
ち
で
岸
部
市

長
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
に
失
踪
し
た
北
秋
田
市
三
里
（
旧
合
川
町
）
の
会
社
員
、

松
橋
恵
美
子
さ
ん
（
当
時
26
歳
）
の
両
親
と
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
疑

惑
を
解
明
す
る
秋
田
県
民
の
会
の
福
岡
博
代
表
が
７
月
４
日
、
岸
部

市
長
を
訪
ね
、
新
市
と
な
っ
た
以
降
も
引
き
続
き
失
踪
原
因
の
調
査

解
明
と
政
府
未
認
定
の
特
定
失
踪
者
支
援
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
支
援
に
つ
い
て
理
解
と
要
請
を
求
め
ま
し
た
。　

趣意書を岸部市長に手渡す松橋夫妻

特定失踪者問題調査会公開リストを見入る岸部市長

失
踪
原
因
の
調
査
解
明
に
協
力
を
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国保税の決め方・納め方
■平成17年度の国保税率等と算定方式

　国保の重要な財源である国保税は、右の

４つの項目をもとに算定し、１年間国保税

額が決まります。医療分と介護分（40歳～

64歳の加入者がいる世帯のみ）を合算した

ものが国保税として課税されます。

①所得割

②資産割

③平等割

④均等割

世帯（加入者）の所得額に応じて計算

世帯（加入者）の固定資産税に応じて計算

１世帯にいくらと計算（世帯割）

世帯の加入者数に応じて計算（人数割）

■国保税の納め方
　国保では一人ひとりが被保険者ですが、加

入は世帯ごとになります。もし世帯主本人が

職場の健康保険などに加入していて国保の加

入者でない場合でも世帯に一人でも国保加入

者がいれば国保税納付の義務は世帯主にあり

ます。納税通知書は世帯主あてに送付されま

すので、最寄りの金融機関や市役所の会計窓

口で納めてください。

　納期は７月～翌２月までの全８期となりま

す。

　※納税組合加入の方は各組合へ納めてくだ

さい

医療分

①所得割

②資産割

③平等割

④均等割

旧鷹巣

6.8％

30％

24,000円

24,000円

旧合川

8.8％

40.3％

27,300円

20,600円

旧森吉

9.8％

27.7％

30,000円

31,000円

旧阿仁

9.8％

35％

25,000円

20,000円

介護分

①所得割

②資産割

③平等割

④均等割

旧鷹巣

1.2％

11.4％

3,000円

5,000円

旧合川

1.3％

2％

3,500円

5,000円

旧森吉

1％

10％

5,000円

6,000円

旧阿仁

1％

10％

4,000円

5,000円

■国保税の軽減

・４月1日現在の国保加入世帯の世帯主及び加入者の前年中の合算所得により判定します。�        

・４月２日以降に国保加入した世帯や世帯主の変更等があった時は、その時点の加入者の前年（１月以降は

　前々年）中の合算所得により判定します。�        

・軽減割合は、下記のとおり各判定基準に従って７割・５割・２割となり、軽減額は、医療分介護分ともに、

　均等割・平等割の７・５・２割が軽減されます。（額は旧４町で異なります）

世帯主及び国保加入者の前年中の所得

３３０，０００円以下の場合

世帯主を除く国保加入者数×２４５,０００円＋３３０,０００円以下の場合�

国保加入者数×３５０,０００円＋３３０,０００円以下の場合

■国保税の軽減
　病気や会社の倒産など、突発的な事情で収入が著しく減少した世帯は、申請により国保税の減免や医療費

の一部負担金の免除などを受けることができる場合があります。

■国保税を滞納すると
　災害など特別な事情がないのに、国保税を納めないでいると、保険証の有効期限が短くなったり（短期保

険証交付）、医療機関にかかった時、医療費を全額自己負担で支払うことになる場合があります（資格証明

書交付）。納税が困難な時はそのままにせず、分割納付や納税猶予等のご相談においでください。

◎お問い合わせ　鷹巣支所　　62-1117　合川支所　　78-2113　森吉支所　　72-3115　阿仁支所　　82-2113

※平成17年度は旧４町の税率等となります（不均一課税）

Information　お知らせ

軽減割合

７割軽減

５割軽減

２割軽減
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Information　お知らせ Information　お知らせ
お知らせお知らせ公 民 館

文化会館

スポーツ

　北秋田市交流センター（旧鷹阿広域交流センター）

は、北秋田市議会定例会の開催月以外の期間、ご利用

いただけます。（講堂及び第２研修室を除く）

　机、イス等が配備された状態での貸出となりますの

で、あらかじめご了承ください。

◎申し込み・お問い合わせ　　総務課　　６２－１１１１

●面接日　鷹巣地区　８月16日（火）・17日（水）

　　　　　合川・森吉・阿仁地区

　　　　　　　　　　　８月18日（木）・19日（金）

●場　所　居住地区の市役所か支所

　　　　　８：30～18：30まで

※１月２日以降に北秋田市へ転入された方は、所得証

明と戸籍謄本が必要となります

●そ の 他　該当者には市から通知をしますが、通知　

　　　　　が届かない場合はご連絡ください。また、

　　　　　　上記日程で都合のつかない方はご連絡を

　　　　　　ください。

◎お問い合わせ　　　　　　 福祉課　　６２－１１１３

� � � 　　 または各支所総合福祉課

　県教育委員会では、来年度新たに小学校や幼稚園に

入学・入園する子ども、また既に就学・就園している

子どもの発達や気になる行動への対応、就学などにつ

いて、主に保護者を対象とした教育相談を行います。

　相談には、大学教授、特別支援教育指導員・担当教

員などがあたりますので、相談を希望される方は事前

に申し込みのうえ、子どもと一緒にお出でください。

●日時　７月30日（土）　10：00～15：00

●会場　鷹巣小学校

◎申し込み・お問い合わせ

　　　　教育庁北教育事務所　　　６２－１２１７

　　　　教育委員会　　　　　　　６２－６６１７��

北秋田市交流センターの貸出について
　「家族のやさしい介護を応援したい」との願いから

市の家族介護慰労金についての条例が改正されました

●主な支給要件　要介護４以上（高度の認知症は要介

　　　　　　　　護３以上）と同等の状態の方を３カ

　　　　　　　　月以上在宅で介護している家族

※介護認定を受けることが困難な方は、市の支援専門

員が調査します。また、月15日以上の在宅家族介護な

どの支給要件を確認するため民生委員児童委員の意見

を伺い、審査会が開かれます

◎申請・お問い合わせ

　　　高齢者支援課　　　　　　　　　６２－１１１２

　　　または各支所総合福祉課

●施 行 日　８月１日から

●支援内容　

　・０歳児、市民税非課税世帯

　　　自己負担分の全額助成（現行制度どおり）

　・その他の未就学児

　　　原則自己負担分の半額助成（ただし、診療科　

　　　ごとに１カ月あたり限度額１，０００円）

　下記の日程で受給者証の更新を行います。ご都合の

つかない方は、後日各支所（出張所）へ申請してくだ

さい。また、準備の都合で指定された会場以外では受

け取れません。

◎お問い合わせ

　　　各支所市民生活課

家族の介護に「慰労金」をさしあげます

児童扶養手当・特別児童扶養手当について

乳幼児（就学前）医療費補助制度がかわります

福祉医療受給者証が更新になります

地　区

鷹 巣 地 区

合 川 地 区

前 田 地 区

米内沢地区

大阿仁地区

阿仁合地区

場　所

鷹 巣 支 所

　62-1117

合 川 支 所

　78-2113

前田出張所

森 吉 支 所

　72-3115

大阿仁出張所

阿 仁 支 所

　82-2113

巡回教育相談を実施します

７・17（日）第56回天皇杯ブロック予選　　　　　�

� � � � 　　　中央公園野球場

　　17（日）北秋田市施行記念グランドゴルフ大会

� � � 　　あきた北空港ふれあい緑地

　　19（火）～21（木）家庭婦人バレーボール大会

　　　　　　　　　　　８人制バレーボール大会　　�

� � � 　　森吉総合スポーツセンター

　　22（金）～24（日）東北総合体育大会

　　　　　　フェンシング競技 　　　　　 合川体育館

　　24（日）第28回東日本北秋田予選 中央公園野球場

　　25（月）～26（火）第３回ＪＡ共済学童野球大会

　　　　　　あきた北央予選� � 　 森吉野球場

　　30（土）～31（日）招待小・中学校バスケット

　　　　　　ボール大会� � 　 合川体育館

　　31（日）第28回東日本北秋田予選 中央公園野球場

８・４（木）合川少年球技大会

　　　　　　バスケットボール　　　　　 合川体育館

　　　　　　野球　　　　　　　　　　　　 合川球場

　　６（土）夏井昇古旗争奪柔道大会　　 合川体育館

北秋田市中央公民館　　６２－１１３０

【ロビー展】さくら会（パッチワーク）

７・23（土）ゆかたの着付け講座　　 � 18:30～20:30

　　30（土）「縄文土器作り」に挑戦しませんかは？

　 � � � � �  13:30～16:00

　　31（日）ゆかたの着付け講座� 　9:30～11:30

合　川　公　民　館　　７８－２１１４

【ロビー展】合川水墨会（～８月２日）

７・17（日）第17回　合川芸文祭�  13:00～16:00

　　21（木）・22日（金）ことぶき大学移動研修

　　　　　　地方史、文化財合同研修�　8:00～17:00

森　吉　公　民　館　　７２－３２５９

７・19（火）老壮・婦人・寿大学合同講座（公開）

10:00～13:30

　　23（土）ちびっこチャレンジクラブ� 10:00～12:00

　　　　　　寄席演芸公演（昼の部）　　開場　13:30

　　　　　　前売券1,300円

　　25（月）ゆかた着付教室� �  18:30～20:00

　　28（木）初心者むけ料理教室�  10:00～13:00

　　30（土）手作りパン教室� � 　9:30～13:00

　　　　　　オセロ大会（小学生）�  10:00～12:00

８・５（金）映画上映（ハウルの動く城）

18:30～21:00

　　９（火）映画上映（あした元気にな～れ！）

18:30～21:00

阿　仁　公　民　館　　８２－２２２０

７・25（月）阿仁地区芸術文化協会総会� 18:00～20:00

　　30（土）ちびっこチャレンジクラブ�　9:00～12:00

　　30（土）・31（日）わんぱくクラブキャンプ

11:00～12:00

７・16（土）おはなしでてこい�� 　　  14:00～

　　23（土）文化会館自主事業「寄席演芸」　18:30～

　　　　　　林家正楽・入船亭扇遊ほか

　　　　　　前売券：1,500円　当日券1,800円

　　26（火）日本ピアノコンク－ル鷹巣大会　14:20～

８・５（金）加登萌々子ヴァイオリンリサイタル19:00～

　　　　　　前売（一般）2,000円　学生1,000円

　　　　　　当日（一般）2,500円　学生1,500円

　・６（土）映画宮崎駿監督作品「ハウルの動く城」

14:30～

　　　　　　入場料　一　般1,500円（割引1,300円）

　　　　　　　　　　学　生1,200円（割引1,000円）

　　　　　　　　　　幼小中1,000円（割引800円）

夏休みに森吉山の自然と鳥獣を学ぼう夏休みに森吉山の自然と鳥獣を学ぼう
　森吉山野生鳥獣センター運営協議会は、児童・生

徒（小中学生）と保護者を対象に環境学習会の参加

者を募集しています。

●日　　時　８月７日（日）　10：00～15：00

●場　　所　森吉山野生鳥獣センターから桃洞の滝

　　　　　　を散策

●集合場所　森吉山麓高原　森吉山野生鳥獣センター

●参加資格　児童・生徒（小中学生）と保護者で、

　　　　　　往復３時間程のトレッキングが可能な方

●持　　参　トレッキングに適した服装、雨具

　　　　　　昼食、飲物各自、子供達は水遊びがで

　　　　　　きるように着替え

●日　　程　10：00　野生鳥獣センター前集合

　　　　　　10：15　桃洞の滝へ出発

　　　　　　12：00　到着後昼食

　　　　　　14：30　野生鳥獣センター帰着

　　　　　　15：00　解散

●費　　用　１００円（傷害保険料）当日持参

●定　　員　20名

●申込期限　７月29日（金）まで

◎申し込み・お問い合わせ

　秋田自然保護管事務所　　０１８－８６７－８５８８

鷹巣　７月27日（水）全血
10：00～12：30
13：30～14：45
15：15～16：30

い と く 鷹 巣 南 店
ハ ロ ー ワ ー ク た か の す
北 秋 田 市 消 防 本 部

10：00～11：30

13：00～14：00

14：30～16：00

も ろ び 苑

か ざ は り 苑

阿 仁 支 所

阿仁　８月１日（月）全血

日　　時

７月30（土）、31日（日）

　９：00～12：30

８月１日（月）

９：00～17：00

８月１日（月）

９：00～14：00

８月２日（火）

９：00～17：00

８月１日（月）

９：00～14：00

８月２日（火）

９：00～17：00
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募　　集

講 習 会

試　　験講　　座

講　　座

募　　集

募　　集

●日　程　前期　７月27日（水）～28日（木）

　　　　　後期　前期終了後に設定

●会　場　北秋田地域振興局　３階大会議室

●対　象　・母子保健にある程度の経験と熱意を有し、

　　　　　　実践的活動者として活躍できる方及び自

　　　　　　己啓発研修として受講を希望する方

　　　　　・原則として全日程（前期・後期各２日間）

　　　　　　参加できる方

●その他　研修終了後、修了証書を交付。参加費無料

◎申し込み・お問い合わせ

　　　鷹巣阿仁福祉環境部　� 　　　　６２－１１６５

●日　時　８月４日（木）　９：30～14：00

●会　場　北秋田市保健センター

●対　象　小学生とその家族　10組

●内　容　調理実習、食生活と健康の話し

●持　参　エプロン、三角巾、筆記用具

※申込期限　７月28日まで

◎申し込み・お問い合わせ

　　　北秋田市保健センター　　　　　６２－６６６６

●日　時　８月３、４、５、10、17、19、24、26日

　　　　　18：30～20：30

●会　場　上杉あいターミナル　２階研修室

●内　容　これから始めたい方、始めたばかりの方を

　　　　　対象に、基本的な操作方法から始めます

●受講料　２，０００円

●申込期限　７月25日（月）まで

◎申し込み・お問い合わせ

　　　上杉あいターミナル� 　　　　７８－９２５０

　�

●日　程　９月29日（木）～30日（金）の２日間

●会　場　鹿角地域広域交流センター

●受講料　４，０００円

●申込期間　８月１日（日）～９月10日（金）

◎申し込み・お問い合わせ

　　　北秋田市消防本部　　６２－１１１９または各分署

　

●日　時　７月30日（土）　13：30～16：00

●会　場　秋田市文化会館　参加費無料

◎お問い合わせ　どうぶつのお医者さんを開催する会

� � � 　　  　０１８２－３６－１３３１

　合川地区では、保護者が就労等により留守にする家

庭の小学生を対象に、学童保育を行っています。夏休

みになると指導員が不足になるため、一人でも多くの

ボランティアをお待ちしています。

　ボランティアの日時は問いません。

●場所　合川地区東西南北の放課後児童クラブ

　　　　（東西南北の旧保育園）

◎お問い合わせ

　　　合川支所総合福祉課　� 　　　　７８－２１１６

　母子家庭の母、寡婦が訪問介護員として就業するた

めの必要な知識及び技術を習得させることを目的とし

て行います。

●研修期間　

　講　　義　８月20日（土）～10月15日（土）の土日

　実　　習　10月17日（月）～12月22日（木）の平日で

　　　　　　４～５日間

●会　　場　大館サンクレア及び秋田看護福祉大学等

●定　　員　20名

●受講費用　テキスト代の一部として５，０００円

※但し、実習前のインフルエンザ予防接種料は自己負担

●申込期限　８月11日（木）

◎申し込み・お問い合わせ

　　福祉事務所　　６２－１１１３及び各支所総合福祉課

　

放課後児童クラブの指導員ボランティア募集
●日　時　７月27日（水）　19：30～21：00

　　　　　雨天の場合は翌日

●場　所　鷹巣陸上競技場（現地集合）

●講　師　上関正子さん（自然観察指導員）

●内　容　星の位置から星座を探したり、双眼鏡で天

　　　　　の川を観察します

●対　象　小学生以上　15組

　　　　　できるだけ親子での参加をお願いします

●参加費　無料

●持　参　筆記用具、懐中電灯、双眼鏡（ある人のみ）

　　　　　敷物、虫除けなど

●その他　当日天候が不安な場合は連絡ください

●申込期限　７月26日（火）

◎申し込み・お問い合わせ

　　　北秋田市中央公民館� 　 　　６２－１１３０

　　

●日　時　毎月第２・４水曜日　13：30～15：00

　　　　　次回７月27日（水）

●場　所　森吉コミュニティセンター　大ホール

●講　師　国際交流員　アンジェラ・トンプソン

●内　容　ハワイアン音楽に合わせてフラダンスを踊

　　　　　ります

●参加費　無料

●定　員　20名（現在受講している方は引き続き受講

　　　　　下さるようお願いします）

◎申し込み・お問い合わせ

　　　森吉公民館� � 　 　　７２－３２５９

　

　若かった青春時代を思い出し、一緒に歌ってみませ

んか。多くの皆さんの参加をお待ちしています。

　なお、会場の都合により定員は１５０名とします。

●テーマ　「みんなで広げよう　歌声の輪を」

●日　時　８月20日（土）　18：00～20：00

●場　所　鷹巣西小学校体育館

●会　費　１人３００円（申し込み時に納入）

　　　　　合川、森吉、阿仁地区の方は、当日納入し

　　　　　てください

●申込期間　７月19日（火）～８月５日（金）

●申し込み・お問い合わせ

　　　北秋田市中央公民館　　　　　　６２－１１３０

　　　坊沢公民館　　　　　　　　　　６２－４７２９

ふれあい自然体験教室「夏の星空をみよう」

縄文土器作りに挑戦しませんか

訪問介護員養成研修２級課程受講者募集

●第１次試験日　９月17、18日の２日間

●第２次試験日　10月下旬から11月上旬

●最終合格発表　11月下旬

●受験資格

　・昭和51年４月２日から昭和63年４月１日までに生

　　まれた者

※但し、警察官Ａ・女性警察官Ａ（大学卒業程度）の

受験資格を有する者を除く

●その他　第１次試験で体力検査を実施し、体力的要

　　　　　素をより重視した試験制度に変わりました

◎申し込み・お問い合わせ

　　　北秋田警察署　�� 　　　　６２－１２４５

●日　時　①７月23日（土）　18：30～20：30

　　　　　②７月31日（日）　09：30～11：30

●場　所　北秋田市中央公民館　和室

●講　師　高坂厚子さん

●内　容　他人とは違った帯結びに挑戦します

●対　象　小学生以上（女性限定）15名　

　　　　　親子での参加も可

●参加費　無料

●持　参　ゆかた、帯（子供は兵児帯）、腰紐（又は

　　　　　ストッキング）２本、だてじめ、帯板、タ

　　　　　オル３枚、肌襦袢、裾よけ、コウリンベル

　　　　　ト（ある人のみ）、洗濯バサミ、筆記用具

●締切り　①７月22日（金）、②７月29日（金）

　　　　　但し、定員になり次第締切ります

◎申し込み・お問い合わせ

　　　北秋田市中央公民館� 　　 　６２－１１３０

　　

●日　時　７月30日（土）　13：30～16：00まで

●場　所　中央公民館　３階大教室

●講　師　地代　登さん（大館市）

●内　容　縄文時代に作られていた土器の製作を体験

●対　象　小学生以上　定員20名

●参加費　小中高生　無料　一般　５００円以上

●持　参　エプロン、新聞紙５～６枚、タオル

　　　　　ビニール１枚（風呂敷大）、筆記用具

●申込期限　７月27日（水）定員になり次第締切ります

◎申し込み・お問い合わせ

　　　北秋田市中央公民館� 　　　 　６２－１１３０

警察官Ｂ・女性警察官Ｂ区分（高校卒業程度）採用試験

ゆかたの着付け講座

フラダンス教室受講生の追加募集

　かねてより改築を進めていました大阿仁保育園

が、８月１日より移転・開園の運びとなりました。

　これに伴い、皆様の要望でありました０歳児を

受け入れる体制が整いますので、園児の募集を行

います。

●０歳児受入日　８月１日から

●保育時間　７：30～18：30

※申し込みは、７月４日から始まっており、随時

受付します

●保育料　北秋田市保育所

　　　　　管理規則による

◎申し込み・お問い合わせ

　　　阿仁支所総合福祉課　� 　

　　　　８２－２１１２　　　

　　　または本庁、各支所

　　　大阿仁保育園まで　

母子健康づくり支援者育成研修会参加者募集

おやこの食育教室参加者募集

大阿仁保育園園児募集大阿仁保育園園児募集大阿仁保育園園児募集

パソコン超初級講習

平成17年度 甲種防火管理者の資格を与える講習会

思い出の歌喫茶ひまわり

どうぶつのお医者さん
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講　習　会お知らせ

お知らせ

　今月18日に開港７周年を迎える大館能代空港で、空

港利用客や周辺地域の方々にお楽しみ頂くため開催し

ます。多数のご来場をお待ちしています。入場無料。

●日　時　７月17日（日）　11：00～

●場　所　大館能代空港ターミナルビル　２階出発ロビー

●出演者　ヤマハ音楽教室の生徒、講師の皆さん

◎お問い合わせ

　　　北秋協販　　　　� 　　　　６２－２４８９ 

　

●日　時　８月１日（月）　19：00～

●場　所　浜辺の歌音楽館

●内　容　ツインテノールとピアノによるソロ・デュ

　　　　　エットコンサート及び森吉山賛歌公開録音

●出演者　テノール　渡辺直人、鳴海優一

　　　　　ピ ア ノ　菊池大成

●入場料　１，０００円（前売800円）

●プレイガイド　浜辺の歌音楽館

　鷹巣体育館、森吉スポーツセンター、文化会館

　森吉コミュニティセンター、公民館（前田、中央、

　合川、阿仁）、森吉支所、前田出張所

◎お問い合わせ

　　森吉コミュニティセンター　　　　７２－３２５９

●日　時　８月30日～10月４日の毎週火曜日　６日間

　　　　　概ね10：00～15：00

●会　場　北部シルバーエリア

●定　員　30人程度　講習時間は全27時間

●内　容　身体の発達と病気、子供の世話、保育実習

　　　　　救急救命講習

●対象者　子育て支援活動を行いたいと考えている方

　　　　　で、全日程に参加できる方

●受講料　５，０００円（テキスト代込み）

●申込期限　８月12日（金）まで　

◎申し込み・お問い合わせ

　みらい子育てネットあきた　　０１８－８６０－３８４４

●日　時　７月19日（火）　受付　13：30～14：30

　　　　　　　　　　　　　 相談　14：00～16：00

●場　所　鷹巣阿仁福祉環境部２階５相談室

●相談医師　公立米内沢病院　

　　　　　　　精神科科長　越前屋　勝　先生

　あじさい祭りの会場を散策しながら、心と体のリフ

レッシュをしませんか？受付は９：00から

●日　時　７月24日（日）　９：30～13：00

●場　所　合川翠雲公園

●参加費　１人　５００円

●持　参　おにぎり等、雨具

●申込期限　７月21日（木）まで

◎申し込み・お問い合わせ　

　　　合川保健センター　� 　　　７８－４２７２

　市民及び心のふれあい相談員の研修の場として、シ

リーズで健康講座を開催します。

●日　時　７月29日（金）　13：30～15：30

●場　所　合川公民館

●内　容　

　　講演　「うつ病の理解と対応について」

　　　　　こころの健康調査結果報告から

　　講師　秋田大学医学部健康増進医学分野　金子善博　先生

●その他　２回目阿仁地区９月、３回目森吉地区11月

　　　　　４回目鷹巣地区12月の予定です

◎申し込み・お問い合わせ　� 　　 各保健センター

子育てサポーター養成講習会エレクトーンミニコンサート

テノールデュオとピアノの夕べ

精神保健・老人精神保健相談及びアルコール健康相談

あじさいウォーキング

合川駅前発９：10の
無料バスをご利用く
ださい
１時間おきに運行予定

第１回心の健康づくり講座（全４回）

2007秋田わか杉国体　山岳競技会場ＰＲソング「森吉山賛歌」公開録音

男声（テノール）
２人による大変珍し
いコンサートです

地域のきらめき発掘事業地域のきらめき発掘事業
　秋田県は、県民が主役となった地域づくりの実現

のため、地域活性化に向けた発掘事業を実施します。

●応募事業

・地域づくりワークショップ等開催支援

　　民間グループ等が行う地域づくりに役立つプラ

　　ンの構築活動や講演会などの実施により、効果

　　を広く共有し、地域づくり活動の推進を図るこ

　　とが期待されるもの

　補助金額　１グループにつき30万円を限度

・地域づくりイベント等実施支援事業

　　民間グループ等が行う地域活性化イベント等で、

　　多くの人々の興味や関心を高めることができ、

　　地域の賑わい創出や地域づくり・まちづくりに

　　役立つことが期待されるもの　　

　補助金額　補助対象経費の２分の１で100万円限度

●申込期限　７月29日（金）まで

◎申し込み・お問い合わせ

　　北秋田地域振興局地域企画課　　６３－０４９６

Information　お知らせ
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人口と世帯数
６ 月 3 0 日 現 在

住民基本台帳による

　総人口　40,767人（ 32人減）

　　男　　19,305人（ 19人減）

　　女　　21,462人（ 13人減）

　 出生 　19人　転入　 42人

　 死亡 　44人　転出　 49人

　世帯数� 14,878世帯（24世帯減）

前月比

税 の納期限

８月１日まで

国民健康保険税　第１期
固 定 資 産 税  第２期

お二人の前途を
　　　　祝福します

今 月 の 休 館 日

開館時間　9：００ ～１７：００まで
※鷹巣図書館のみ毎週月・火・木・金曜日が18時まで

鷹　巣
森　吉

鷹巣 　６２－３３１１

森吉 　７２－３１９２

６，１３、１７、１８、２０、２７日

岩 澤 優 汰

佐 藤 悠 人

畠 山 琉 衣

大 川 莉 恵

近 藤 柚 葉

藤 根 鈴 花

澤 藤 利 空

石 田 吏 夢

村 岡 幸 紘

佐 藤 咲 愛

佐 藤 星 愛

岸 野 陽 香

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

材 木 町

深 沢

向 黒 沢

新 田 中

高 村 岱

西陣場岱

美 栄

美 栄

李 岱

鶴 田

鶴 田

横 町

長 男

長 男

長 男

二 女

長 女

長 女

長 男

長 男

二 男

長 女

二 女

長 女

智宏

好人

恒輝

昇

健

忠治

豊

健

広美

勝也

勝也

公年

久美子

未季

真琴

美穂子

麻利子

朋子

千加

久美子

まり子

文子

文子

祥子

ゆ う た
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り  え

ゆ ず は

り ん か

り  く

り  む

ゆきひろ

さ く ら

せ い ら

は る か

６月15日～30日届出分

お誕生おめでとう
　　　　ございます

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

能登谷トミ�
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明 石 一 郎 �

　 橋 宗 一 �

津 谷 　 徹 �
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櫻 田 タ ケ �

齋 藤 誠 一 �

松橋　之助�

松 橋 チ ヱ �

土佐二市郎�

岸 野 正 義 �

加賀谷トキヱ�

畠 山 チ ヤ �

福 司 ツ ヤ �
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合 川

永 楽 苑

木 戸 石

新 田 目

学校通り

新 町

松 山 町

五 味 堀

阿仁水無

阿仁真木沢鉱山

阿仁幸屋渡
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（午後６：３０～９：００）
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土
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金
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日

月
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水

木

金
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日

電話番号

78－3338

78－3161

62－1420

62－1101

62－2882

62－1123

63－0105

62－1455

62－1155

62－2261

63－0515

62－1455

82－2351

63－2700

62－1400

62－1146

医 療 機 関 名

疋 田 外 科 内 科 医 院

合川国民健康保険診療所

佐藤外科消化器科医院

盛 岡 外 科 医 院

藤 原 医 院

戸 嶋 産 婦 人 科 医 院

佐々木産婦人科医院

北 秋 中 央 病 院

近 藤 医 院

津 谷 内 科

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

北 秋 中 央 病 院

阿 仁 病 院

たむら内科クリニック

石川耳鼻咽喉科医院

奈 良 医 院

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん
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ちゃん
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大 沢 �
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さん
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市立　　　図書館
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北秋田市文化会館自主事業

北秋田市合併記念第１弾「　　　　　　」
●日にち　７月23日（土）　

　　　　　　　　　　　昼夜２会場で公演

●場　所　北秋田市森吉コミュニティセンター

　　　　　開場　13：30　開演　14：00

　　　　　北秋田市文化会館

　　　　　開場　18：00　開演　18：30

●入場料金　２会場共通

　　前売券１，５００円、当日券１，８００円

※前売りで座席数完売のとき、当日券はあ

りません。なお、電話での予約販売は行い

ません。

●プレイガイド

　市文化会館、中央公民館、北秋教販、　

　日活書店、いとく鷹巣南店、福助堂、　

　森吉コミセン、前田、阿仁、合川公民館

●番　組　おはやし　田　中　ふ　ゆ
　一．寄席ばやしの実演解説
　一．柳　家　太　助（落語）
　一．林　家　正　楽（紙切り）
　一．古今亭　菊　朗（落語）
　一．鏡　味　仙三郎社中（太神楽曲芸）
　一．入船亭　扇　遊（落語）
◎お問い合わせ
　　北秋田市文化会館　�a６２－３３１１

８月７日（日）
阿仁前田河川公園森吉山麓たなばた火まつり

●内　容　15：30　・前田小マーチングダンス

　　　　　15：30　・五味堀餅つき踊り・たなばた踊り

　　　　　15：30　・阿仁前田獅子踊り・たなばた灯篭大行列

　　　　　19：40　・火まつりセレモニー・大館曲げわっぱ太鼓

　　　　　15：30　・火文字、各花火・火まつり太鼓

　　　　　21：45　　－終　　演－

●その他　【臨時列車】阿仁前田駅発・鷹巣行・比立内行　　　

　　　　　　　　 ともに22：30

◎お問い合わせ　たなばた火まつり実行委員会

　　　　　　　　森吉山麓村おこし会（四季美館内）� � �

� � � � � � 　７５－３１８８

7月24日（日）

第19回

　毎年恒例、夏の一大イベント『森吉山麓たなばた火まつり』も、

地域の皆様に支えられ回を重ねて第19回となりました。

　各地区伝統の灯篭大行列、夜空を華麗に彩る創作花火、川面に

映る県内最長の火文字、炎と太鼓の大競演、村おこし会が誇る圧

巻の大ナイアガラなど、見所満載で皆様をお待ちしております。

　音と光と炎の祭典をぜひご覧ください。　

 合川あじさいまつり 合川あじさいまつり 合川あじさいまつり
時　間　９：30～15：00

会　場　翠雲公園（北秋田市三木田）　
　今回の合川あじさいまつりでは、｢あじさいの俳句｣を募
集します。入賞された方には賞金がでます。作品は合川支
所に持ってきていただくか、当日午前中までに会場へお持
ちください。たくさんのご応募お待ちしております。
　イベントがいっぱいの｢あじさいまつり｣へ、
どうぞお越しください。

◎お問い合わせ　合川支所産業建設課　　７８－２１１５

あいかわ

よないざわ

北欧の杜公園
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会場案内図

あじさいまつり

第21回

時　間 プ ロ グ ラ ム
10:00～12:00

10:00～10:20

10:20～11;00

10:30～11:00

10:30～13:00

11:10～12:00

12:00～　　

12:30～13:00

13:10～13:30

13:40～14:10

14:20～15:00

あじさいウォーキング

まとび学園太鼓

さいころゲーム予選

ファニートンボ・ショー

あいかわ保育園の野点

ウルトラマネーゲーム①

あじさい流しそうめん

さいころゲーム決勝

ファニートンボ・ショー

あじさいの俳句表彰式

ウルトラマネーゲーム②

　当日は、合川駅前と
会場間を無料シャトル
バスが運行します。
【合川駅前発】
　９：10、10：10
　11：10　
【翠雲公園発】
　９：40、10：40
　13：00、15：00

司会

バリトン伊藤

一人で多くの楽

器を演奏します

ファニートンボ

すいうん


